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　昨年度、短期入所の利用者さん・ご家族
向けにアンケートを実施したところ、「日中
の活動のカリキュラムがあるとよい。」「少
しでも外に散歩でも行けるといい。」「作業
や、行事など一緒に参加できるとうれしい。」
といったご意見をたくさんいただきました。
ご要望に少しでもお答えできればと、短期
入所部門では今年の６月から、余暇活動を
始めました。基本的には毎週水曜日の午後、
1時間半～２時間程度で、「何をしたら楽し
いか」をみんなで考え実施しています。
　6月5日に実施した施設近辺の「季節を感
じる散策」を皮切りに、ナイトケアセンター
職員による「おはなし会」や、ギター演奏

に合わせて利用者さん・職員で大合唱になっ
た「音楽会」、またきれいな飾りを作り、短
冊に願い事をたくさん書いて飾り付けをし
た「七夕会」などを実施してきました。利
用者さんからは「外に出られるとうれし
い！」「もっといろいろな楽しい活動を企画
して欲しい。」といった反響の良い感想をい
ただきました。これからも外出（散歩・ド
ライブ）・音楽・季節を感じられる行事・暑
い時期の水遊び・おやつ作りなどなど・・・
色々な活動を企画して、「湘南希望の郷の
ショートステイにまた行きたい」と楽しみ
にしていただける、魅力ある短期入所部門
にしていきたいと思っています！



　7月2日、永山
さん・関さんの
夢叶えますでは、
新 横 浜 に あ る
ラーメン博物館
に行きました。

　美味しいラーメンをたらふく食べたいと
言ってもなかなかチャンスが少ないので、と
ても楽しみにしていました。当日はあいにく
な天気でしたが、朝早く出発し、開店と同時
に入れ、一番客となって、これだけでも何か
得した気分でご満悦な二人です。館内中にラー
メンの香ばしい香りがいっぱいなうえに、昭
和初期のレトロな建物風の入り口が並んでい

て、どこに入ればよい
か、とても迷いました。
地上1階から地下2階
まで個性豊かなラーメ
ン屋さんが立ち並び、
それぞれ味噌・塩･醤油豚骨と自慢の味を看板
にアピールしています。
　沢山食べたいと言っても、おなかが膨れて
はあちこち寄るのは難しいと思っていると、
ハーフ食があって、二つ、三つはいけそうで、
それもうれしくなりました。熱々のラーメン
が運ばれてくると、フーフー言いながら夢中
で食べました。工夫を凝らしたスープの味を
しっかり堪能し、また、中央広場での大道芸
などにも胸ときめいて、「美味しいラーメンを
全国食べ歩きしている人の気持ちがわかる
ねぇ」などと会話もにぎやかに楽しい1日を
過ごすことができました。
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意思決定支援プロジェクト「あなたの夢を叶えます」

　「海に行きたい」という夢は、たくさんの住人
さんがお持ちの様で、今回も江ノ島水族館チー
ムには 5 名の方が参加しました。7 月 3 日、平
日にもかかわらず、ご家族の方も応援に駆けつ
けてくださり、総勢 10 名でのお出かけとなり
ました。今年は雨が多く、当日も心配した通り
の雨でしたが、海へと向かう車の中はわくわく
した気持ちが手に取るようにわかる程、賑やか
でした。到着が 11 時過ぎていたので、まずは
腹ごしらえです。「湘南カフェ」では、江ノ島名
物のしらす丼やアナゴ丼などに舌鼓を打ちまし
た。
　水族館に入ると、壮大な相模湾大水槽を沢山

の魚が悠々と泳ぐ姿に圧倒されながらも、ガラ
スにそっと手を出して、海の感触のようなもの
を感じ取っているかのようでした。クラゲやペ
ンギン、アザラシといったかわいらしい海の生
き物に思わず目を細めている様子も、満足度数
は上がっていると感じます。イルカのショープー
ルでは、イルカがジャンプするたびに大喝采を
送り、水際に陣取った方たちは、大ジャンプの
水しぶきを浴びては大はしゃぎをするそんな一
コマは、とても印象的でした。
　その後は自由散策として、もう一度水族館の
魚たちを見に行ったり、お土産を買ったりと思
い思いに楽しむことができました。「すごく楽し
かったから、また行こうね」と口々に楽しい 1
日を送ることができました。

ラーメン博物館

新江ノ島水族館
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せせらぎ会だより
　　
　さて先月、安倍晋三総理大臣は、国策で行われた
ハンセン病患者の隔離政策に対して、当事者はもと
より、その家族をも含めて、筆舌に尽くしがたい甚
大な人権侵害を犯した責任を認め、謝罪する政府談
話を発表しました。今後は、政府としても過去の検
証と反省にたって、誠心誠意、速やかな償いを果た
すことが望まれます。   
　ところで、その様々な人権問題は、複合的な要因
が有るにしても、いまだに世界中いたる所で社会問
題視されています。いな、国内でも悲惨なニュース
が後を絶ちません。その一因と見なされる人権感覚
は、誰の心にも巣くう、差異へのこだわりと云う歪
んだ意識なのかも知れません。無知が偏見を呼び、
偏見が差別を産み出す温床になる。このトライアン
グルの負の構図は識者が指摘するところである。政
治の中枢で、フェイクニュースがまかり通る昨今。
短い夏を愛しむ蝉時雨の中、｢みんな違って、みんな
良い｣ 。差異を認め合う詩人の声が聞こえた。   

文責.自治会(K.I)

　八月(葉月)。やっと、夏らしい挨拶を交わせる
天気になりました。六月の梅雨入りから、間断なく
続いた雨模様。曇天の七月は、低温と記録的な日照
不足も重なり農作物に多大な悪影響を及ぼしまし
た。また、その弊害は日常生活にも波及。例年にも
増して、体調不良を訴える患者が倍増、世間では、
夏バテならぬ梅雨バテ予防の注意喚起がなされまし
た。　
　おもえば、昨年の記録的猛暑から一転、今年は、
早々と気象予報が冷夏に修正されました。これも、
地球規模で警鐘が鳴らされている、環境汚染にとも
なう温暖化と異常気象のなせる技なのでしょうか。

暑中お見
舞い申し上げます

家族部会　　眞鍋　直規
　「あなたの夢叶えます」プロジェクトで、新江ノ島水族館見学
グループに同行させてもらいました。私が利用者の弟とどのよ
うに接しているか参考になると、ある職員の方から言っていた
だきましたが、逆に職員の方々が弟にどのように接していらっ
しゃるか、とても参考になりました。いろいろな機会でお互い
に観察することの大切さを感じました。
   8月25日には、ふくし村まつり、9月13日には希望寄席が企
画されています。いろいろなことを観察できる良い機会ではな
いでしょうか。例年通り、バザー品の提供、ご協力ください。また、
希望寄席の前売り券は湘南希望の郷の一階職員までお問い合わ
せください。

＜8月・9月の行事予定＞
◆8月3日（土）18:45 ～ 20:00　花火大会　
◇8月19日（月）10:30 ～ 12:00　家族部会定例会（3）　
　湘南希望の郷2階会議室　バザー品値付け等模擬店準備
◆8月25日（日）15:30 ～ 18:30　ふくし村まつり
◆9月13日（金）17:30開場、18:30開演　希望寄席

湘南希望の郷  家族部会の皆さまへ
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藤沢病院  石井Dr.来診        
１日(木)

厚誠会歯科検診
6日(火)１３日(火)

　２０日(火) ２７日(火) 

御所見病院  安田Dr.来診
１４日(水) ２８日(水)

編 集 後 記◆８月の予定◆
健康課より

行事
花火大会　　　　　　　　　　　 　３日（土）

住人生活会議　　　　　　　　　　２９日（木）

ふくし村まつり　　　２５日（日）15時30分～

　厳しい暑さが続いていますが、皆様いかが
お過ごしでしょうか。癒しと涼を求めて気持
ちは、海へ山へと飛んでいます。夏の夜空を
華々しく彩る花火を鑑賞し、一時の涼を味わ
いたいものです。　ふくし村まつりの準備が
進んでいます。お待ちしています。
　まだしばらくは暑さが続くようでございま
すが、涼しい秋の気配
を心に思いながら、お
体にはくれぐれもご自
愛ください。
　住人さんからいただ
いた私の似顔絵を載せ
ました。私の大切な宝
物です。（Y.T）　　

　7月7日(日)の午後、今年は八重原プレイヤー
ズさんをお迎えして、希望の郷が開所以来続いて
いた七夕コンサートを開催することができました。
　 “たなばたさま”から始まり、“お祭りマンボ” “上
を向いて歩こう” など童謡・歌謡曲を混ぜて15曲。
ギターと二胡というあまり身近に聞いたことのな
い楽器の演奏に、珍しさもあってその音色に聞き
入ってしまうようでした。住人さんも6曲を歌に
よる出演をし、会場は大いに盛り上がりました。
来年の七夕もみんなで会えますように。

八重原プレイヤーズ　七夕コンサート八重原プレイヤーズ　七夕コンサート

　生まれつき耳が不自由で、40歳頃、目が不自由になった盲ろうの方です。職員は、小林さん
の手のひらに文字を書いてコミュニケーションをとっています。小林さんは、毎週の陶芸を楽
しみにされ、席に着いて粘土を触ると、イメージが出来ているようで一気に作品が仕上がります。
ユニークな作品群は、小林さんの世界を垣間見るようです。

小林淳男さん　陶芸
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